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午後２時20分月

2019
30

2019年度事業計画及び収支予算報告

2019 24

（会長賞、東京都知事賞、東京都産業労働局長賞、
ボイラ・クレーン安全協会長賞、江東区長賞、
江戸川区長賞、東部地区検定委員長賞、
日刊工業新聞社賞、産報出版賞）

令和元年度
30

令和元年

59

令和元年 18 火

那須烏山市の「山あげ祭」と「龍門の滝」（栃木県）� 編集部撮影
　那須烏山市は、那珂川や荒川の清流、八溝山系に属する豊かな里山が織り成す景観に恵まれています。国の重要無形民俗文
化財に指定されている「山あげ祭」や「龍門の滝」など歴史的文化・観光資源が豊富な地域です。「烏山の山あげ祭」は現在 
６町内が輪番で行われ、毎年７月の第４土曜日を含む金曜・土曜・日曜の３日間行われます。
� （カラー版は http://www.miura21.co.jp でご覧いただけます）
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厚
生
労
働
省
で
は
、
産
業

界
に
お
け
る
自
主
的
な
労
働

災
害
防
止
活
動
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
広
く
一
般
の
安

全
意
識
の
高
揚
と
安
全
活
動

の
定
着
を
図
る
た
め
、毎
年
、

全
国
安
全
週
間
を
主
唱
し
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
の
全
国
安

全
週
間
は
、

　

新
た
な
時
代
に

　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

　

み
ん
な
で
築
こ
う

　

ゼ
ロ
災
職
場

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
展
開

し
ま
す
。

「フルハーネス型安全帯使用作業の特別教育」
─ 開催のご案内 ─

2019 8 ８日（木）～９日（金）

　各地区安全衛生技術センターでは、普通・特別ボイラー溶接士
学科試験を2019年９月２日に実施いたします。当協会では下記の
要領により資格取得のための受験準備講習会を開催いたします。
（案内書及び申込書をご希望の場合はご請求ください。）

　平成31年２月１日以降は、墜落
制止器具のうち、フルハーネス型
のものを用いて行う作業は、特別
教育が必要になります。
　当協会でもフルハーネス型安全
帯使用作業に係る特別教育を実施
しています。この機会に受講のご
検討をいただけますようご案内申
しあげます。
　受講に関するお問い合わせは、
４面の開催事務所の電話番号にお
願いいたします。

新たな時代にPDCA
みんなで築こう ゼロ災職場

　本大会は、「玉掛け及び合図」、「ク
レーン運転」、「質量目測」の３つの競
技課題があり、１チーム３名で参加12
チームにより競技が行われました。各
チームとも、きびきびした動作で、平
素の修練した技量を競いあいました。
　３位までが入賞で、優勝チームには
会長賞に加え、日刊工業新聞社長賞が
贈られます。また、50回を記念して「審
査員長特別賞」が各競技の成績優秀者
に贈られます。
　表彰式は6月24日㈪に、東京・錦糸
町「東武ホテル�レバント東京」で行い
ます。

準備期間
2019

6/1～30

全国安全週間スローガン

本週間 2019 7/1～7

第
　
　  

回
92

《優勝旗返還》前年優勝
東開工業㈱ チーム

《選手宣誓》
日本製紙㈱ 秋田工場　沢木信哉 選手

第50回
記念 
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東
部
地
区
溶
接
協
会
連
絡
会
（
蓮
沼
美
宣
：

新
潟
県
溶
接
協
会
理
事
長
）
は
「
第
10
回
関
東

甲
信
越
高
校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
た
。

　

４
月
27
日
神
鋼
溶
接
サ
ー
ビ
ス
㈱
を
会
場
に

東
部
地
区
溶
接
協
会
連
絡
会
所
属
の
関
東
甲
信

越
地
区
代
表
の
高
校
生
22
名
が
集
い
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
競
い
合
っ
た
。（
既
報
の
通
り
）

　

東
京
都
溶
接
協
会
か
ら
は
日
本
工
業
大
学
駒

場
高
等
学
校
の
徳
永
卓
也
選
手
と
東
京
都
立

多
摩
工
業
高
等
学
校
の
吉
田
波
翔
選
手
の
２
名

が
出
場
し
た
。
日
溶
協
東
部
地
区
検
定
委
員
会

に
よ
る
審
査
を
経
て
競
技
当
日
に
審
査
結
果
を

発
表
、
表
彰
式
を
開
催
し
た
。
成
績
優
秀
者
に

は
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
優
良
賞
を
授
与
し
た
。

７
回
大
会
か
ら
審
査
項
目
に
超
音
波
探
傷
試
験

も
加
え
ら
れ
て
外
観
の
み
な
ら
ず
内
質
の
状
態

も
審
査
対
象
と
な
っ
た
。

　

今
大
会
の
最
優
秀
賞
は
群
馬
県
立
伊
勢
崎
工

業
高
校
の
小
谷
野
選
手
が
獲
得
し
た
。
東
京
都

代
表
の
吉
田
選
手
は
健
闘
し
、
優
良
賞
を
獲
得

し
た
が
徳
永
選
手
は
入
賞
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。

第10回　関東甲信越
高校生溶接コンクールを開催

〈人材開発支援助成金（特別育成訓練コース）のご案内〉
　人材開発支援助成金は、労働者の職業生活設計の全期間を通じて段階的かつ体系的な職業能力開発を効果的に促進するため、事業
主等が雇用する労働者に対して職務に関連した専門的な知識及び技能の習得をさせるための職業訓練などを計画に沿って実施した場
合に、訓練経費や訓練期間中の賃金の一部等を助成する制度です。このなかでも「特別育成訓練コース」は、正社員経験が少ない非
正規雇用の労働者への訓練を対象としております。育成訓練は製造業および建設業の専門的な知識及び技能を有する支援団体と事業
主とが共同して作成する訓練実施計画に基づき、正規雇用労働者等への転換を目指すOff-JTと適格な指導者の指導の下で行うOJTを
組み合わせて実施する職業訓練（厚生労働省が指定する業界団体と共同作成し、管轄労働局長が訓練基準に適合する旨の確認を行っ
た職業訓練）があります。
〈助成金〉
訓練コースにつき以下の額が支給されます。� （　）内は大企業の額

支給対象となる訓練 賃金助成
経費助成

20時間以上100時間未満 100時間以上200時間未満 200時間以上

一般職業訓練、有期実習型訓練

760円（475円）
生産性要件を
満たす場合
960円（600円）

10万円（7万円） 20万円（15万円） 30万円（20万円）

中長期的キャリア形成訓練 15万円（10万円） 30万円（20万円） 50万円（30万円）

中小企業等担い手育成訓練 − − −

支給対象となる訓練 実施助成

有期実習型訓練、中小企業等担い手育成訓練 760円（665円） 生産性要件を満たす場合　960円（840円）

〈主な訓練基準〉
　訓練基準に適合する訓練カリキュラムを作成する必要があります。
・企業でのOJTと支援団体で行われるOff-JTを効果的に組み合わせて実施する訓練であること
・実施期間が3年以下であること
・総訓練時間に占めるOJTの割合が1割以上9割以下であること
・職業訓練を受ける有期契約労働者等に対して、適正な能力評価を実施すること
・職業訓練の指導及び能力評価に係る担当者及び責任者が選任されていること
・職業訓練を修了した有期契約労働者等の労働契約の更新等の取扱い及び当該取扱いに係る基準が定められていること
〈厚生労働省が「中小企業等担い手育成支援事業」を委託する団体〉　※元号は発表時のまま引用
【平成30〜32年度】�一般財団法人建設業振興基金（関東甲信越地域・建設）、一般社団法人日本溶接協会（関東甲信越地域・製造）、

一般社団法人日本中小型造船工業会（中国・四国地方・製造）
【平成31〜33年度】（平成31〜33年度実施団体は、地域を限定せず全国で事業を実施）
　　　　　　　　　�一般財団法人建設業振興基金（建設）、一般社団法人東京都溶接協会（建設）、一般社団法人日本溶接協会（製造）、

一般社団法人日本中小型造船工業会（製造）、公益財団法人えひめ東予産業創造センター（その他）
〈必要書類〉
１	 人材開発支援助成金（特別育成訓練コース）支給申請書〈様式第5号〉
２	 支給要件確認申立書〈共通要領様式第1号〉
３	 支払方法・受取人住所届　※未登録または変更する場合
４	 特別育成訓練コース内訳〈様式第5号（別添様式1）〉
５	 賃金助成及び実施助成の内訳〈様式第5号（別添様式2）〉
６	 人材開発支援助成金（特別育成訓練コース）訓練実施状況報告書〈様式第5号（別添様式4）〉
７	 訓練期間中の出勤状況・出退勤時刻を確認するための書類（出勤簿など）
８	 対象労働者に対して訓練期間中の賃金が支払われていたことを確認するための書類（賃金台帳など）
９	� 資格にかかる合格証書（写）（人材開発支援助成金〔特別育成訓練コース（中小企業等担い手育成訓練）〕計画届〈様式第1－3〉
の17欄に記載する資格）

10	 訓練を行う者が不正受給に関与していた場合に連帯債務を負うこと等についての承諾書〈様式第5号（別添様式7）〉
11	 その他管轄労働局長が必要と認める書類（就業規則・OFF-JT実施場所の見取り図等）

1都９県（22名）の高校生が出場
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講　　習　　予　　定　　表 公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会
URL　http://www.bcsa.or.jp

日
時
・
会
場

　

◦
七
月
六
日（
土
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
七
月
七
日（
日
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
八
月
三
日（
土
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
八
月
四
日（
日
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

予
告

　

◦
八
月
二
十
四
日（
土
）　
城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

◦
九
月
八
日（
日
）　　
　
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

◦
九
月
十
四
日（
土
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
九
月
十
五
日（
日
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

一
、
日
時
・
会
場

　

学
科
＝
七
月
三
十
日（
火
）午
前
九
時
五
十
分
〜
十
二
時

　

実
技
＝
七
月
三
十
日（
火
）午
後
一
時
〜
午
後
五
時

二
、
受
講
料（
税
込
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員　

一
五
、五
〇
〇
円

　

被
覆
ア
ー
ク
溶
接　
　
　

一
般　

一
六
、五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員　

一
八
、五
〇
〇
円

　

炭
酸
ガ
ス
半
自
動
溶
接　

一
般　

一
九
、五
〇
〇
円

学
科
の
み
の
受
講
も
可（
三
、六
〇
〇
円
税
込
）

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
評
価
試
験

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
評
価
試
験

受
験
準
備
講
習
会

１
日
▼
全
国
安
全
週
間
準
備
期
間

　
　
　
（
〜
30
日
）

　
　
　

気
象
記
念
日

　
　
　

相
模
川
他
鮎
解
禁

　
　
　

万
国
郵
便
連
合
加
盟
記
念
日

　
　
　

電
波
の
日
・
写
真
の
日

２
日
▽
横
浜
開
港
記
念
日

　
　
　

危
険
物
安
全
週
間（
〜
８
日
）

４
日
▽
歯
と
口
の
健
康
週
間

５
日
▽
世
界
環
境
デ
ー

　
　
　

熱
田
神
宮
祭

10
日
▽
時
の
記
念
日

11
日
▽
入
梅

15
日
▽
弘
法
大
師
誕
生
会

16
日
▽
父
の
日

　
　
　

柏
崎
え
ん
ま
市

18
日
▼
東
京
都
溶
接
協
会

　
　
　
定
時
総
会
・
溶
接
競
技
会
表
彰
式

19
日
▽
桜
桃
忌

20
日
▽
京
都
鞍
馬
寺
竹
伐
り
会
式

22
日
▽
夏
至

23
日
▽
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー

　
　
　

沖
縄
慰
霊
の
日

24
日
▼
ボ
イ
ラ
・
ク
レ
ー
ン
安
全
協
会

　
　
　

定
時
総
会
・
表
彰
式

26
日
▽
国
連
憲
章
調
印
記
念
日

28
日
▽
貿
易
記
念
日

29
日
▽O

T
O

T
EN

 2019

　
　
（
〜
30
日
）東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

30
日
▽
大
は
ら
い

※�

行
事
・
祭
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
事
前
に
関
係
諸
団
体
に
ご

確
認
下
さ
い
。

六
月

水み

無な

月づ
き

種類 講　習　名 6月～9月 10月～2020年3月

技　

能　

講　

習

玉掛 け 技 能 講 習

茨城 6/27
栃木 6/4　7/2　8/6　9/3
埼玉 6/18　7/17　8/20　9/10
甲信 6/3　6/20　7/8　7/25　8/22

茨城 12/5
栃木 10/1　11/12　12/3　1/21　2/4　3/3
埼玉 10/8　11/19　12/3　1/15
甲信 10/17　11/14　12/12　1/16　2/13　3/12

床 上 操 作 式
ク レ ー ン 運 転

茨城 7/4　 栃木 6/11　7/23　9/18
埼玉 7/23　8/27
甲信 6/27　7/18　9/5

茨城 10/17　1/16　 栃木 10/23　12/10　3/24
埼玉 10/16　11/26　12/17
甲信 10/24　11/21　12/19　1/23　3/26

小 型 移 動 式
ク レ ー ン 運 転

栃木 9/26　
甲信 8/7

栃木 11/5　2/13
甲信 10/2　12/4　2/5

フォークリフト運転 栃木 6/18　7/8　7/12　8/20　9/13
埼玉 6/4　7/2　9/19

栃木 10/15　11/8　11/19　1/14　2/18　3/10
埼玉 11/6　1/21

ボ イ ラ ー 取 扱 茨城 8/27　 東京 8/8 東京 11/6　2/6
普通第一種圧力容器
取 扱 作 業 主 任 者 東京 6/6 茨城 11/19

東京 12/12
は い 作 業 主 任 栃木 10/29

特
別
教
育

ク レ ー ン 運 転
特 別 教 育

栃木 6/25　7/30　8/27　9/10
甲信 6/10　7/29　8/29　9/17

栃木 10/8　11/26　12/17　1/28　2/25　3/17
甲信 10/30　2/20

高所作業車運転業務特別教育 栃木 7/17 栃木 1/8
フルハーネス型安全帯
使用作業の特別教育

福島 6/7　9/13
いわき 6/27　7/18　8/1　9/18

福島 10/3　12/9　2/10　3/25
いわき 11/5　12/24　1/27　2/10　3/23

安
全
衛
生
教
育

天井クレーン定期自主検査者 茨城 9/25　 栃木 8/2　 東京 7/12 埼玉 12/19　 東京 1/16
移動式クレーン定期自主検査者 東京 9/5　 甲信 8/4 茨城 11/13　 埼玉 11/13
移動式クレーン運転士 東京 8/4　 甲信 7/6 東京 3/8
玉掛け業務従事者 栃木 6/28
フォークリフト運転業務従事者 栃木 10/11

★日付は講習開始日です。詳細については、各事務所にお問い合わせください。出張講習のご要望も受け付けております。下記の各事務所にご相談ください。URL http://www.bcsa.or.jp

ボイラ･クレーン
安 全 協 会 〒136−0071

江東区亀戸６−41−20
機缶健保会館２階

TEL　03−3684−5551
FAX　03−3685−2189 茨 城 事 務 所 〒300−0875 土浦市中荒川沖町２−６ツインビル３階

TEL　029−843−0740
FAX　029−841−1968

東 京 事 務 所 〒136−0071 江東区亀戸６−41−20機缶健保会館４階
TEL　03−3684−5222
FAX　03−3685−5746 栃 木 事 務 所 〒322−0016 鹿沼市流通センター46番地 TEL　0289−72−1717

FAX　0289−76−6090

千 葉 事 務 所 〒260−0028 千葉市中央区新町18−10千葉第一生命ビル２階
TEL　043−247−5532
FAX　043−247−5576 甲 信 事 務 所 〒400−0212 山梨県南アルプス市下今諏訪610番９

TEL　055−287−9511
FAX　055−287−9512

埼 玉 事 務 所 〒330−0801 さいたま市大宮区土手町１−２JA共済埼玉ビル６階
TEL　048−643−1543
FAX　048−643−1524 福 島 事 務 所 〒963−0547 郡山市喜久田町卸３−39 TEL　024−963−1855

FAX　024−963−1866

神奈川事務所 〒231−0007 横浜市中区弁天通４−59横浜弁天通第一生命ビル３階
TEL　045−662−2860
FAX　045−662−8768 いわき事務所 〒971−8181 いわき市泉町本谷字作123 TEL　0246−58−9300

FAX　0246−58−9301
※厚生労働大臣登録検査関としてボイラー等・クレーン等、両方の性能検査を実施しています。上記の各事務所にご相談ください。

〈申  込  先〉
一般社団法人

東京都溶接協会
東京都江東区大島 3 ─ 1 ─ 11

産学協同センター内
TEL　03─3685─5448
FAX　03─3682─4902


